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▲8月26日　那珂市総合公園で、毎年恒
例のなかひまわりフェスティバルが開催
されました。
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その他の議案
陳情　　　　　　 １件、不採択

議員提出議案（７件）
特別委員会設置など　７件、すべて可決

市長提出議案（21件）
条例関係　　　　 ６件、すべて可決
予算・決算　　　10件、すべて可決
その他議案　　　 ５件、すべて可決

議案件数と結果

平成18年第３回定例会
（９月11日～９月26日）

９月11日 本会議
（閉会中の委員会報告、陳情
の委員会への付託など）

９月12日 本会議
（市長提出の条例改正や補
正予算など審議･議決）

９月13日 決算特別委員会

９月14日 決算特別委員会

９月15日 決算特別委員会

９月19日 経済常任委員会
議会運営委員会

９月20日 本会議
（一般質問　５名）

９月21日 本会議
（一般質問　４名）

９月22日 本会議
（一般質問　２名）

９月26日 本会議
（決算・陳情の採決）

平成18年第3回定例会　

平成17年度那珂市決算の認定
国の健康保険法等の改正に合わせて

那珂市国民健康保険条例を改正

条　
　

例

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
　

出
産
育
児
一
時
金
が
30
万
円
↓
35
万
円
へ

70
歳
以
上
の
現
役
並
み
所
得
者
の
負
担
が
３
割
に

　

国
で
は
、
健
康
保
険
制
度

の
将
来
に
わ
た
る
持
続
的
な

か
つ
安
定
的
な
運
営
を
確
保

す
る
た
め
、
健
康
保
険
制
度

を
改
正
し
、
関
係
法
令
の
改

正
を
行
い
、
平
成
18
年
４
月

よ
り
順
次
施
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の

法
令
改
正
に
伴
う
、
那
珂
市

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
条
例
を
可
決
し
ま
し

た
。

　

国
民
健
康
保
健
加
入
者

が
、
10
月
１
日
か
ら
適
用
さ

れ
る
主
な
改
正
点
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
70
歳
以
上
74
歳
ま
で
の
高

齢
者
の
う
ち
現
役
並
み
の

所
得
の
あ
る
方
の
療
養
費

の
自
己
負
担
割
合
を
２
割

か
ら
３
割
に
引
き
上
げ
ま

す
。

○
出
産
し
た
と
き
に
支
給

さ
れ
る
出
産
育
児
一
時
金

が
５
万
円
増
額
と
な
り
、

30
万
円
か
ら
35
万
円
に
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
に
も
法
令
改
正

▲平成18年第３回定例会本会議

に
よ
り
、
療
養
病
床
に
入
院

す
る
高
齢
者
の
食
費
・
居
住

費
の
負
担
の
見
直
し
、
医
療

費
の
１
ヶ
月
間
の
自
己
負
担

限
度
額
の
引
き
上
げ
な
ど
改

正
と
な
る
部
分
も
あ
り
ま

す
。

　

詳
細
は
国
保
年
金
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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　平成18年第3回定例会

補　正　予　算

補正予算７件を可決
　平成18年度補正予算７件を原案どおり可決しまし
た。

▼平成18年度一般会計補正予算（第２号）
　830万円の増額→総額170億6,798万６千円
　　歳出で、市税等過誤納還付金を830万円増額しま
した。
　　（H18.７.７専決処分）

▼平成18年度下水道事業特別会計補正予算（第１号）
　１億4,077万２千円の増額
　　　　　　→総額23億7,977万２千円
　　高資本費対策債借換えのために、１億4,060万円
を歳入歳出とも増額しました。
　　（H18.７.７専決処分）

▼平成18年度一般会計補正予算（第３号）
　3億1,324万8千円の増額
　　　　　→総額173億8,123万４千円
　　歳出で、上菅谷停車場線街路整備事業１億円増
額、道路改良舗装事業7,084万円増額、瓜連駅南停
車場線街路整備事業5,873万円増額などが主なもの
です。

▼平成18年度国民健康保険（事業勘定）特別会計補正
予算（第１号）
　２億2,104万円の増額→総額50億104万円
　　保険財政共同安定化事業拠出金２億305万円増額
しました。

▼平成18年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正
予算（第２号）
　1,298万３千円の増額→総額25億4,735万１千円
　　歳出で、地域密着型サービス運営委員会設置等の
ために、増額しました。

▼平成18年度下水道事業特別会計補正予算（第２号）
　1,725万８千円の増額→総額23億9,703万円
　　歳出で、消費税納付分1,704万８千円を増額しま
した。

▼平成18年度農業集落排水整備事業特別会計補正予
算（第１号）
　140万６千円の増額→総額4億5,940万６千円
　　歳出で、消費税納付分140万６千円を増額しまし
た。

契　　約
五台小学校大規模改造工事契約

契約金額　568,050,000円
契約相手　茨城県日立市多賀町２丁目10－７
　　　　　岡部・山金特定建設工事共同企業体
　　　　　共同企業体代表者
　　　　　株式会社岡部工務店代表取締役　小林　博
契約方法　一般競争入札による契約
契約内容　老朽化した校舎の改修と耐震補強の工事

高規格救急車購入契約
契約金額　31,810,750円
契約相手　茨城県水戸市千波町1887
　　　　　茨城トヨタ自動車㈱新車部特販課
　　　　　副参与　豊田　稔
契約方法　指名競争入札による契約
契約内容　東消防署の高規格救急車が老朽化のため、
　　　　　買い替えをする

那珂市監査委員を選任
　那珂市監査委員の武藤一雄氏が任期満了となるた
め、引き続き再任しました。

　　　　武藤　一雄　氏
　　　　本米崎　65歳
　　　　任期　H18.９.27から
　　　　　　　H22.９.26まで

人　　事

可決したその他の議案
○平成17年度那珂市一般会計継続費精算報告書
○那珂市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部
を改正する条例
○那珂市医療福祉費支給に関する条例の一部を改
正する条例
○余暇活用施設「しどりの里」の設置及び管理に
関する条例の一部を改正する条例
○静峰ふるさと公園駐車場の設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例
○那珂市消防職員の特殊勤務手当に関する条例
○字の区域の変更について
○人権擁護委員の推薦について
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▲決算特別委員会の審議の様子

平成17年度那珂市の決算を審査
総額316億3,765万円を支出
適正に予算執行されていると認定

決
算
特
別
委
員
会

　

平
成
17
年
度
の
那
珂
市
決
算
の
議
案

が
執
行
部
よ
り
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

那
珂
市
議
会
で
は
、
12
名
の
決
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
３
日
間
を
か
け

て
決
算
内
容
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
決
算
を
認

定
す
べ
き
も
の
と
し
、
本
会
議
で
認
定

し
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
の
決
算
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
決
算

は
、
那
珂
市
と
し
て
初
の
年

間
を
通
し
て
の
決
算
額
と
な

り
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
決
算
の
内
容

を
慎
重
に
審
議
す
る
た
め
、

12
名
の
委
員
に
よ
る
決
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
３
日

間
を
費
や
し
ま
し
た
。
委
員

会
で
は
、
那
珂
市
の
９
つ
の

各
種
会
計
と
那
珂
市
水
道
事

業
会
計
決
算
の
合
計
10
会
計

の
決
算
内
容
に
つ
い
て
、
執

行
部
か
ら
説
明
を
受
け
、
質

疑
応
答
を
し
な
が
ら
審
議
し

ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
委
員
会
で

は
、
す
べ
て
の
決
算
は
適
正

に
予
算
執
行
さ
れ
て
お
り
、

認
定
す
べ
き
も
の
と
し
、
本

会
議
へ
報
告
し
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
委
員
会
の
報

告
に
基
づ
き
、
平
成
17
年
度

決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
委
員

　

委
員
長　
　

内
山
さ
き
子

　

副
委
員
長　

海
野　
　

徹

　

委　

員　
　

蝦
名　

純
子

　

委　

員　
　

寺
門　
　

近

　

委　

員　
　

中
村　

惠
子

　

委　

員　
　

先
﨑　
　

光

　

委　

員　
　

小
沼　

博
恭

　

委　

員　
　

助
川　

則
夫

　

委　

員　
　

遠
藤　
　

実

　

委　

員　
　

間
宮　
　

一

　

委　

員　
　

萩
野
谷
敏
一

　

委　

員　
　

木
村　

静
枝

決算特別委員会レポート　

会　　計　　区　　分 歳入決算額　A 歳出決算額　B 歳入歳出差引額A-B

　　一　　般　　会　　計 180億7,731万円 173億3,026万円 7億4,705万円

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 46億8,223万円 46億6,048万円 2,175万円

老人保健特別会計 46億2,726万円 45億5,806万円 6,920万円

下水道事業特別会計 20億6,115万円 19億4,870万円 1億1,245万円

公園墓地事業特別会計 1,325万円 1,268万円 57万円

農業集落排水整備事業特別会計 3億7,588万円 3億5,711万円 1,877万円

介護保険特別会計（保険事業勘定） 24億5,658万円 23億9,520万円 6,138万円

介護サービス事業特別会計 5,789万円 4,554万円 1,235万円

上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計 3億4,030万円 3億2,962万円 1,068万円

合　　　計 326億9,185万円 316億3,765万円 10億5,420万円

平成17年度那珂市各種会計決算　　（H17.４.１～H18.３.31）
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那珂市一般会計決算
歳　入

　

決
算
特
別
委
員
会
の
一
般

会
計
歳
入
審
議
で
出
さ
れ

た
、
質
疑
や
意
見
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

　

滞
納
者
へ
の
収
納
対
策
に

つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
水

戸
市
で
は
、
悪
質
な
滞
納
者

に
対
し
て
、
県
内
市
町
村
で

初
の
自
動
車
の
差
し
押
さ
え

を
実
施
し
た
が
、
那
珂
市
で

は
、
自
動
車
の
差
し
押
さ
え

は
人
員
や
経
費
が
か
か
る
た

め
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。
不
動
産
の
差
し
押
さ
え

は
実
施
し
て
い
る
と
の
答
弁

で
し
た
。

　

軽
自
動
車
税
の
滞
納
額

は
、
他
の
税
と
の
割
合
を
見

る
と
多
い
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
く
の
か
と
い

う
質
疑
が
あ
り
、
軽
自
動

車
税
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
に
お
い
て
催
告
、
督

促
、
電
話
、
徴
収
嘱
託
員
に

よ
る
納
税
指
導
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

市
民
税
の
不
納
欠
損
額
の

件
数
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
行
方
不
明
19
件
、
生
活

困
窮
者
23
件
、
死
亡
15
件
、

職
権
に
よ
る
消
除
６
件
、
倒

産
に
よ
る
も
の
７
件
、
そ
の

他
17
件
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

例
年
ど
お
り
収
入
未
済
額

が
出
て
い
る
の
で
、
納
税
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
に
も
収

納
体
制
を
更
に
推
進
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
が
、
職
員
の

努
力
も
評
価
し
、
今
後
の
改

善
に
期
待
す
る
。

歳
入
の
収
入
未
済
額
が
出
て
い
る

　
　

収
納
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
べ
き

一
般
会
計
歳
入
の
総
括

歳入科目 H16決算額※ H17決算額 増減額
市税 57億3,044万円 63億9,383万円 6億6,339万円
地方交付税 24億6,980万円 39億3,553万円 14億6,573万円
市債 23億8,740万円 16億3,750万円 ▲7億4,990万円
県支出金 9億3,957万円 16億2,070万円 6億8,113万円
国庫支出金 9億7,393万円 12億2,713万円 2億5,320万円
繰越金 10億5,698万円 6億8,455万円 ▲3億7,243万円
地方譲与税 4億0,220万円 5億4,634万円 1億4,414万円
諸収入 4億1,474万円 4億3,430万円 1,956万円
地方消費税交付金 4億0,866万円 4億2,968万円 2,102万円
分担金及び負担金 2億2,277万円 2億9,013万円 6,736万円
使用料及び手数料 1億4,650万円 2億1,382万円 6,732万円
繰入金 3億5,984万円 2億0,538万円 ▲1億5,446万円
地方特例交付金 1億5,582万円 1億8,550万円 2,968万円
自動車取得税交付金 1億3,956万円 1億5,059万円 1,103万円
財産収入 1,598万円 3,835万円 2,237万円
利子割交付金 4,920万円 3,379万円 ▲1,541万円
株式等譲渡所得割交付金 923万円 2,366万円 1,443万円
配当割交付金 813万円 1,627万円 814万円
交通安全対策特別交付金 832万円 896万円 64万円
ゴルフ場利用税交付金 29万円 130万円 101万円
寄付金 8万円 0万円 ▲8万円

合　　　計 158億9,944万円 180億7,731万円 21億7,787万円

○歳入決算概要
　H17決算額は、合併後、
初の年間予算の決算です。
H16決算額と比較すると、
主に旧瓜連町分の収入が増
加となっています。

○歳入決算
　市税は、旧瓜連町分が増
加しています。
　地方交付税は、合併及び
合併算定により増加してい
ます。
　県支出金は、電源立
地地域対策交付金が約
６億８千万円増加していま
す。これは、図書館建設の
財源として使われました。
　国庫支出金は、生活保護
分の２億１千万円、合併補
助金の１億１千万円などが
増加しています。
　市債は、H16の約９億３
千万円の借換え分が減少し
ています。

※H16決算額は、旧那珂町の通年分とH17.1.21合併以降の旧瓜連町分と那珂瓜連事務組合分を含んだ
決算額です。

一般会計歳入決算額（H17年度決算額の大きい順、▲は減）

　決算特別委員会レポート

▲税務課
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決算特別委員会レポート　

那珂市一般会計決算
歳　出

　

決
算
特
別
委
員
会
の
一
般

会
計
歳
出
の
審
議
で
出
さ
れ

た
、
主
な
質
疑
や
意
見
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

　

老
人
医
療
費
適
正
化
対
策

事
業
の
実
績
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
受
給
資
格
の
点
検

と
レ
セ
プ
ト
請
求
点
数
の
過

誤
の
２
種
類
に
つ
い
て
点
検

し
て
い
ま
す
。
受
給
資
格
者

で
は
、
７
８
８
件
、
約
４
千

万
円
。
レ
セ
プ
ト
請
求
点
検

で
は
、２
、１
７
９
枚
で
約
１

千
万
円
の
過
誤
を
発
見
し
て

お
り
、
合
計
５
千
万
円
ぐ
ら

い
の
成
果
が
上
が
っ
た
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

農
地
流
動
化
借
り
手
助
成

事
業
で
多
額
の
補
助
を
支
出

し
た
背
景
や
件
数
・
内
容
は

何
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
こ

れ
は
、
遊
休
地
の
解
消
の
た

め
に
、
農
地
の
借
り
手
に
助

成
し
て
お
り
、
合
併
後
に
瓜

連
地
区
で
の
助
成
要
望
が
あ

り
、
補
助
額
が
増
加
し
た
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

道
路
維
持
費
は
、
予
算
に

対
し
て
約
90
％
の
執
行
率
で

あ
り
、
不
用
額
が
出
て
い

る
。
そ
の
残
額
で
、
要
望
の

あ
る
道
路
整
備
を
実
施
で
き

る
と
思
う
が
ど
う
な
の
か
と

の
質
疑
が
あ
り
、
通
常
、
予

算
は
目
的
の
た
め
に
効
率
的

に
執
行
し
て
、
残
額
は
残
す

が
、
特
に
道
路
関
係
予
算
に

つ
い
て
は
、
要
望
が
多
い
た

め
に
、
予
算
の
枠
内
で
使
え

る
分
は
で
き
る
だ
け
利
用
す

る
こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
や
り
く
り
を
し
て

　

歳
出
の
総
括
と
し
て
は
、

入
札
差
金
を
主
な
理
由
と
し

て
不
用
額
が
多
く
見
受
け
ら

れ
、
よ
り
少
な
い
経
費
で
与

え
ら
れ
た
事
業
を
推
進
す

る
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。
今

後
、
各
事
業
の
目
的
に
そ
っ

た
効
果
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
、
事
務
事
業
の
内
容
を
更

に
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
の
位
置
付
け
や
考
え
方

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
合
併

後
の
経
過
段
階
と
し
て
更
に

調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
も
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て

き
て
い
る
。
執
行
部
に
お
い

て
は
、こ
れ
ら
の
課
題
に
真

摯
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
総
括
と
し
て
は
、
全
般

的
に
は
、
大
変
困
難
な
財
政

状
況
の
な
か
で
適
正
な
予
算

執
行
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の

意
見
が
あ
り
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
に
よ
り
、
各
種
会

計
歳
入
歳
出
決
算
は
、
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

全
般
的
に
財
政
困
難
な
中

　
　

適
正
な
予
算
執
行
が
行
わ
れ
て
い
る

一
般
会
計
歳
出
の
総
括

の
不
用
額
で
あ
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

公
営
住
宅
は
、
応
募
者
も

多
い
が
、
今
後
の
住
宅
行
政

の
考
え
は
ど
う
か
と
の
質
疑

が
あ
り
、
住
宅
行
政
は
、
市

の
財
政
状
況
も
厳
し
く
、
公

営
住
宅
の
増
設
は
難
し
い
。

ま
た
、
歳
出
抑
制
の
た
め
、

平
成
17
年
度
は
、
瓜
連
の
諏

訪
前
住
宅
を
廃
止
し
て
、
借

地
を
返
還
し
た
。
瓜
連
の
中

里
住
宅
も
、
借
地
で
あ
り
、

老
朽
化
し
て
危
険
な
の
で
用

途
廃
止
を
し
て
土
地
を
返
還

す
る
た
め
の
作
業
を
進
め
て

い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

消
火
栓
設
置
事
業
で
は
、

何
基
設
置
し
た
の
か
。
市
全

体
で
の
必
要
数
に
対
し
て
、

消
火
栓
は
足
り
て
い
る
の
か

と
の
質
疑
が
あ
り
、
消
火
栓

の
設
置
は
、
水
道
課
に
設
置

を
委
託
し
て
お
り
、
平
成
17

年
度
は
新
設
と
移
設
を
含

め
て
29
基
の
消
火
栓
を
設
置

し
、
市
全
体
で
は
、
約
96
％

の
整
備
率
で
す
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

瓜
連
中
学
校
の
整
備
に
つ

い
て
、
検
討
し
て
き
た
内
容

を
報
告
し
て
ほ
し
い
と
の
質

疑
が
あ
り
、
平
成
17
年
度
は

建
設
準
備
委
員
会
を
設
置

し
、
現
在
地
で
の
建
替
え
を

検
討
し
た
。
今
後
は
基
本
設

計
の
中
で
用
地
等
も
含
め
て

調
査
検
討
を
進
め
て
い
く
と

の
答
弁
で
し
た
。

　

体
育
施
設
費
の
委
託
料
の

不
用
額
が
多
い
理
由
は
な
に

か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ

は
、
ふ
れ
あ
い
の
杜
公
園
の

管
理
を
、
ふ
る
さ
と
振
興
公

社
に
委
託
し
て
い
た
が
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委

託
先
を
変
更
し
た
こ
と
、
ま

た
瓜
連
体
育
館
の
管
理
人

を
廃
止
し
た
こ
と
に
よ
り

５
３
５
万
円
が
不
用
額
と

な
っ
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

老朽化のため廃止予定の中里住宅（中里地区）

10月にオープンした那珂市立図書館（菅谷地区）

各
種
会
計
決
算
の
総
括
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目的別区分 H16決算額 H17決算額 増減額
民生費 26億3,943万円 37億5,535万円 11億1,592万円
教育費 23億2,663万円 32億4,116万円 9億1,453万円
土木費 23億7,437万円 24億9,561万円 1億2,124万円
総務費 17億6,369万円 21億7,667万円 4億1,298万円
公債費 28億7,284万円 21億1,097万円 ▲7億6,187万円
衛生費 12億0,774万円 12億5,295万円 4,521万円
消防費 8億8,208万円 9億9,194万円 1億0,986万円
農林水産業費 8億3,931万円 8億5,518万円 1,587万円
議会費 2億3,228万円 3億0,346万円 7,118万円
商工費 7,486万円 1億4,347万円 6,861万円
諸支出金等 172万円 350万円 178万円
合　　計 152億1,495万円 173億3,026万円 21億1,531万円

○歳出決算概要
　H17の決算額は、那珂市として初の
通年決算額です。H16決算額は、旧那
珂町の通年決算額と合併以降の那珂市
分の決算額の合計です。H17で主に増
加しているのは、旧瓜連町分の経費で
す。

○目的別決算
　民生費は、県から市へ移管された
生活保護扶助事業の約２億９千万円
増、老人保健特別会計操出金の約
１億８千万円増、児童扶養手当支給事
業の約１億円増、その他、民間保育所入
所事業、介護保険特別会計操出金、身
体障害者支援費などが増加しています。
　教育費は、図書館建設事業の約10
億８千万円によるものです。
　 総 務 費 は 、 職 員 人 件 費 の 約
３億１千万円の増、基金積立金約５千
万円増などです。
　公債費は、H16の約９億３千万円の
借換え分が減少しています。

○性質別決算
　人件費は、旧瓜連町分が約６億円、
那珂瓜連事務組合（消防）が約８億円
増加しています。市長、議員、区長な
どの特別職や職員の人件費です。
　普通建設事業費は、図書館の建設に
よる増加です。
　扶助費は、生活保護支給や児童手当
支給、民間保育所児童入所費補助、身
体障害者等支援費支給費などの増加に
よるものです。
　操出金は、老人保健特別会計の
１億８千万円増、介護保険特別会計の
８千万円増などです。
　補助費等は、合併により、那珂瓜連
事務組合への約６億６千万円の負担金
が減少しています。

○基金残高
　財政調整基金は、一般財源として補
正予算などの財源などのために一部取
り崩しています。
　特定目的基金は、目的別に15の基
金が設置してあります。６つの基金で
約２億１千万円を取り崩し、６つの基
金で約１億７千万円を積み立てていま
す。

○市債残高
　一般会計、下水道、農集排は、償還
額より借入額が少なかったため、減額
となっています。
　上菅谷駅前地区土地区画整理分は、
現在整備中のために増加しています。

※目的別決算は、主な事業目的別の決算額です。各事業目的のために支出した事務費、
事業費、人件費などを含んだ数字です。

一般会計目的別歳出決算額 （H17年度決算額の多い順、▲は減）

目的別区分 H16決算額 H17決算額 増減額
人件費 28億7,392万円 43億1,962万円 14億4,570万円
普通建設事業費 21億8,696万円 29億7,887万円 7億9,191万円
物件費 22億6,153万円 23億9,871万円 1億3,718万円
公債費 28億7,281万円 21億1,094万円 ▲7億6,187万円
繰出金 16億5,323万円 20億5,810万円 4億0,487万円
扶助費 10億7,552万円 17億5,670万円 6億8,118万円
補助費等 20億1,674万円 13億8,622万円 ▲6億3,052万円
維持補修費 2億1,513万円 2億1,794万円 281万円
積立金 32万円 5,099万円 5,067万円
投資及び出資金 3,826万円 3,183万円 ▲643万円
貸付金 2,053万円 2,034万円 ▲19万円
合　　計 152億1,495万円 173億3,026万円 21億1,531万円

※性質別決算は、決算額を性質別に区分して表した数字です。

一般会計性質別歳出決算額 （H17年度決算額の多い順、▲は減）

基金内訳 H16決算額 H17決算額 増減額
財政調整基金 9億2,673万円 9億1,867万円 ▲806万円
特定目的基金 37億0,573万円 36億6,423万円 ▲4,150万円
合　　計 46億3,246万円 45億8,290万円 ▲4,956万円

基金残高　（全会計分）

市債の会計区分 H16決算額 H17決算額 増減額
一般会計分 188億3,723万円 188億1,985万円 ▲1,738万円
下水道特別会計分 112億9,344万円 112億1,230万円 ▲8,114万円
農集排特別会計分 33億5,805万円 33億2,480万円 ▲3,325万円
上菅谷駅前地区土地
区画整理特別会計分 2億4,510万円 4億3,590万円 1億9,080万円

合　　計 337億3,382万円 337億9,285万円 5,903万円

市債残高　（全会計分）

（▲は減）

（▲は減）
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収
入
未
済
額
の
件
数
と
現

状
、
欠
損
の
件
数
、
収
納
体

制
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

負
担
金
の
収
入
未
済
件
数

は
１
１
０
件
。
使
用
料
の

欠
損
が
28
件
。
使
用
料
の
収

入
未
済
件
数
は
、
井
戸
水

が
36
件
、
水
道
水
が
８
８
１

件
で
す
。
収
納
体
制
は
、
督

促
及
び
催
告
を
し
て
年
１
回

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

負
担
金
・
使
用
料
の

収
納
体
制
の
強
化
を

か
ら
２
回
、
課
職
員
全
員
で

滞
納
整
理
を
し
て
い
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員

よ
り
、
今
後
は
体
制
を
強
化

し
て
別
の
対
策
を
講
じ
る
な

ど
、
更
な
る
努
力
を
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。

◆
公
園
墓
地
事
業
特
別
会
計

福
ヶ
平
霊
園
と

瓜
連
冨
士
霊
園
の
管
理

　

市
営
墓
地
「
福
ヶ
平
霊

園
」
と
「
瓜
連
冨
士
霊
園
」

の
2
ヵ
所
の
墓
地
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
維
持

管
理
費
の
事
業
費
で
す
。

◆
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業

特
別
会
計

分
担
金
徴
収
の
努
力
と

　

水
洗
化
率
の
向
上
を

　

収
入
未
済
の
件
数
及
び
徴

収
体
制
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
収
入
未
済
は
分
担
金
の

60
件
分
で
、
課
内
職
員
が
３

班
体
制
で
月
１
回
訪
問
し
て

滞
納
整
理
を
行
っ
て
い
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
委

員
か
ら
、
今
後
も
更
な
る
徴

収
に
努
め
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

水
洗
化
率
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
現
在
、
市
内
全
体

で
71
・
4
％
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
、
供

用
開
始
区
域
内
の
更
な
る
水

洗
化
率
の
ア
ッ
プ
に
努
め
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

区分 H16決算額 H17決算額 前年度比較
歳入合計 39億4,444万円 46億8,223万円 ７億3,779万円
歳出合計 37億9,843万円 46億6,048万円 ８億6,205万円

歳入歳出差引額 １億4,601万円 2,175万円
被保険者数は、約16,000人。支払医療費は、約31億円となり、前年比で約
10％増加しています。

那珂市国民健康保険特別会計（事業勘定）

区分 H16決算額 H17決算額 前年度比較
歳入合計 39億1,764万円 46億2,726万円 ７億0,962万円
歳出合計 38億8,739万円 45億5,806万円 ６億7,067万円

歳入歳出差引額 3,025万円 6,920万円
75歳以上の方の医療費負担制度です。対象者は6,671人。支払医療費は約45億
円となっています。

那珂市老人保健特別会計

区分 H16決算額 H17決算額 前年度比較
歳入合計 21億5,733万円 20億6,115万円 ▲9,618万円
歳出合計 20億8,319万円 19億4,871万円 ▲１億3,448万円

歳入歳出差引額 7,414万円 １億1,244万円
公共下水道整備費です。支出内訳は、公債費が約10億円、下水道整備費が約
６億円、維持管理費などの総務費が約３億円です。

那珂市下水道事業特別会計

区分 H16決算額 H17決算額 前年度比較
歳入合計 1,607万円 1,325万円 ▲282万円
歳出合計 1,451万円 1,268万円 ▲183万円

歳入歳出差引額 156万円 57万円

市営墓地「福ヶ平霊園」と「瓜連冨士霊園」の墓地分譲と維持管理費です。

那珂市公園墓地事業特別会計

区分 H16決算額 H17決算額 前年度比較
歳入合計 ２億8,322万円 ３億7,588万円 9,266万円
歳出合計 ２億7,245万円 ３億5,711万円 8,466万円

歳入歳出差引額 1,077万円 1,877万円
公共下水道整備地区以外の区域の下水道整備事業です。鴻巣地区の整備のた
めの測量や設計費です。

那珂市農業集落排水整備事業特別会計

那珂市特別会計決算

　

国
民
健
康
保
険
は
、
主
に

自
営
業
な
ど
会
社
に
勤
め
て

い
な
い
方
の
医
療
費
負
担
を

す
る
制
度
で
す
。
医
療
保
険

制
度
に
お
い
て
は
、
財
政
逼

迫
化
な
ど
に
よ
り
、
様
々
な

改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、

加
入
者
に
対
し
て
制
度
改
正

な
ど
に
つ
い
て
よ
く
周
知
を

し
、
健
全
な
国
保
制
度
の
運

営
に
努
力
し
て
も
ら
い
た
い

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

保
険
制
度
改
正
の
周
知
を

　

老
人
保
健
制
度
は
、
75
歳

以
上
の
方
の
医
療
費
の
一
部

を
負
担
す
る
制
度
で
す
。
平

成
14
年
度
よ
り
年
齢
を
70
歳

か
ら
75
歳
に
引
き
上
げ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
現
在
は
対
象

者
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、一

人
当
た
り
の
医
療
費
は
わ
ず

か
な
が
ら
増
加
し
て
お
り
、

医
療
費
の
総
額
は
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
今
ま
で
以
上
に
医

療
費
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
新
た
な
高
齢
者
医
療

制
度
の
創
設
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

◆
老
人
保
健
特
別
会
計

医
療
費
は
増
加
傾
向

（▲は減）

（▲は減）
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　決算特別委員会レポート

　

介
護
制
度
の
普
及
に
よ
り

介
護
認
定
者
も
増
加
し
て
お

り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

が
増
加
し
て
い
ま
す

◆
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計

訪
問
入
浴
事
業
を
廃
止

　

民
間
の
事
業
が
拡
大
し
て

き
て
お
り
、
訪
問
入
浴
事

業
は
17
年
度
に
廃
止
し
ま
し

た
。
今
後
も
市
内
の
業
者
の

動
向
を
見
な
が
ら
事
業
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

◆
上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計

上
菅
谷
駅
前
を
都
市
整
備

　

那
珂
市
菅
谷
の
上
菅
谷
駅

前
周
辺
を
市
街
地
と
し
て
整

備
し
て
い
ま
す
。
主
な
事
業

内
容
は
、
建
物
の
移
転
補
償

や
道
路
整
備
工
事
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

区分 H16決算額 H17決算額 前年度比較
歳入合計 19億1,951万円 24億5,658万円 ５億3,707万円
歳出合計 18億6,739万円 23億9,520万円 ５億2,781万円

歳入歳出差引額 5,212万円 6,138万円
介護認定者は、約1,650人で増加しています。介護サービス給付費は、約23億
円で、増加しています。

那珂市介護保険特別会計（保険事業勘定）

区分 H16決算額 H17決算額 前年度比較
歳入合計 4,860万円 5,789万円 929万円
歳出合計 4,412万円 4,554万円 142万円

歳入歳出差引額 448万円 1,235万円
市で実施している介護サービス事業。居宅介護支援事業、居宅サービス事業
を実施しています。

那珂市介護サービス事業特別会計

区分 H16決算額 H17決算額 前年度比較
歳入合計 ２億8,741万円 ３億4,030万円 5,289万円
歳出合計 ２億7,938万円 ３億2,962万円 5,024万円

歳入歳出差引額 803万円 1,068万円
上菅谷駅前地区の区画整理事業です。H14～H23までの事業計画で実施してい
ます。移転補償や道路整備を実施しています。

那珂市上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計

水道事業会計決算

　

主
な
質
疑
内
容
は
、
特
別

損
失
の
過
年
度
損
益
修
正
損

の
内
訳
に
つ
い
て
の
質
疑
に

対
し
て
、
こ
れ
は
平
成
12
年

度
未
収
金
を
欠
損
処
分
し
た

も
の
で
、
旧
那
珂
町
分
が

97
件
で
、
約
48
万
円
・
42
人

分
で
す
。
旧
瓜
連
分
が
20
件

で
、
約
５
万
円
・
５
人
分
で

す
。　

そ
の
他
、
加
入
金
還

付
の
２
件
と
手
数
料
還
付
の

２
件
で
す
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
水
道
事
業

会
計
決
算
は
、
よ
り
安
定
し

た
安
全
な
水
の
確
保
の
た
め

に
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め

て
い
る
こ
と
や
、
消
火
栓
の

設
置
、
石
綿
管
の
敷
設
替
え

に
よ
る
水
道
環
境
の
改
善
に

も
努
力
し
て
い
る
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
異
議

な
く
、
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

水
道
会
計
の
総
括

安定した安全な水の確保と
水道環境改善にも努力している

H16 H17
営業収益 ９億4,182万円 11億0,328万円
営業費用 ７億6,326万円 ８億6,168万円
営業外収益 2,074万円 326万円
営業外費用 １億4,076万円 １億4,088万円
特別損失 101万円 106万円
当年度純利益 5,753万円 １億0,292万円

那珂市水道事業実績（H16.４.１～H17.３.31）
水道事業損益計算書

H16 H17
固定資産 72億4,071万円 72億6,857万円
流動資産 10億3,848万円 ８億8,294万円
資産合計 82億7,919万円 81億5,151万円

流動負債 7,942万円 8,343万円
資本金 59億6,587万円 58億4,736万円
剰余金 22億3,390万円 22億2,072万円
負債資本合計 82億7,919万円 81億5,151万円

貸借対照表

主な実績 H16 H17
給 水 人 口 55,768人 55,679人
給 水 戸 数 18,045戸 18,274戸
年 間 総 配 水 量 4,774,916㎥ 5,603,968㎥
1 日 平 均 配 水 量 13,082㎥ 15,353㎥
1人1日平均配水量 235リットル 276リットル
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常任委員会レポート　

　

本
件
は
、
今
期
定
例
会
よ

り
経
済
常
任
委
員
会
の
所
管

事
務
調
査
と
し
て
調
査
を
開

始
し
た
案
件
で
す
。

　

現
在
の
農
業
を
取
り
巻
く

情
勢
は
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
政
府
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
全
て
の
農
家
を
対

象
と
し
て
個
々
の
品
目
ご
と

に
講
じ
て
き
た
施
策
を
見
直

し
、
平
成
19
年
度
か
ら
認
定

農
業
者
や
一
定
の
条
件
を
備

え
る
集
落
営
農
に
対
し
、
そ

の
経
営
と
安
定
を
図
る
施
策

と
し
て
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
に
転
換
し
、
農
業
構

造
の
確
立
を
図
る
と
い
う
も

の
で
す
。

　

こ
の
施
策
に
お
い
て
、
小

規
模
農
業
者
に
対
し
て
は
、

補
助
金
等
の
支
援
策
が
打
ち

切
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
市

の
大
多
数
を
占
め
る
小
規
模

農
業
者
に
対
し
経
営
安
定
策

を
講
じ
る
こ
と
が
課
題
と
な

っ
て
お
り
、農
産
物
直
売
所
、

遊
休
農
地
対
策
、
高
齢
化
問

題
な
ど
に
対
処
す
る
た
め
、

地
産
地
消
に
つ
い
て
調
査
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
那
珂
市
の
農
産

物
直
売
所
の
現
状
と
学
校
給

食
に
お
け
る
地
場
産
物
活
用

状
況
に
つ
い
て
、
執
行
部
よ

り
説
明
を
求
め
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

本
市
に
あ
る
３
ヶ
所
の
直

売
所
の
平
成
17
年
度
に
お
け

る
売
上
高
及
び
出
荷
会
員
数

は
、
Ｊ
Ａ
ひ
た
ち
な
か
那
珂

直
売
所
が
、
約
８
、８
０
０

万
円
で
１
３
０
人
。
Ｊ
Ａ
ひ

た
ち
な
か
瓜
連
直
売
所
が
、

１
億
４
０
０
万
円
で
１
１
３

人
。
と
ん
が
り
ハ
ッ
ト
が
、

１
億
円
で
85
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
現
状
と
し
て
は
、
品

不
足
が
生
じ
て
い
る
直
売
所

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
の
地
場

経
済
常
任
委
員
会

継続調査

地
産
地
消
を
ど
う
進
め
る
か

先
進
地
を
調
査
す
べ
き
で
あ
る

産
物
活
用
状
況
は
、
米
が

１
０
０
％
那
珂
市
産
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
野
菜
類
に
つ

い
て
は
那
珂
市
産
以
外
の
も

の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員
よ
り
、
地
産
地
消
を

推
進
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ

り
、
那
珂
市
の
農
産
物
の
直

売
所
に
つ
い
て
は
、
地
場
産
業

の
育
成
も
含
め
、
特
色
あ
る

事
業
を
展
開
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
給
食
に

つ
い
て
も
、
地
場
産
物
の
納
入

者
の
組
織
化
に
つ
い
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
産
地
消
を
ど
う

進
め
る
か
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
取
組
を
実
施
し
て
い
る

先
進
地
を
調
査
す
べ
き
で
あ

る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く

継
続
調
査
と
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

「
地
産
地
消
に
つ
い
て
」を
調
査
中

継続調査

　

学
校
と
地
域
と
の
連
携
に

つ
い
て
、
現
在
実
施
し
て
い
る

13
の
事
業
に
関
す
る
内
容
の

説
明
を
求
め
審
議
を
行
い
ま

し
た
。

　

委
員
よ
り
、
学
校
評
議
員

制
度
の
概
要
と
そ
の
実
効
性

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
各

小
中
学
校
４
名
か
ら
６
名
程

度
、
地
域
の
区
長
や
民
生
委

員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
方
々
が
評

議
員
に
な
っ
て
お
り
、
年
に
３

回
程
度
会
議
を
も
ち
、
学
校

の
経
営
管
理
、
学
校
の
評
価
、

運
動
会
や
授
業
参
観
な
ど
の

行
事
に
参
加
し
、
校
長
が
意

見
を
聞
き
学
校
運
営
に
役
立

て
る
内
容
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
実
態
は
、
そ

れ
な
り
の
役
割
を
果
た
し
て

い
な
い
面
が
あ
る
た
め
、
今
後

さ
ら
に
検
討
し
充
実
さ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
達
が
安
心

し
て
遊
べ
る
遊
び
場
作
り
や
、

そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
間

的
な
地
域
の
つ
な
が
り
を
持

た
せ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

作
り
が
必
要
で
は
な
い
か
と

の
質
疑
が
あ
り
、
子
ど
も
達

が
群
れ
遊
ぶ
こ
と
か
ら
、
子
ど

も
の
社
会
を
形
成
し
社
会
性

を
育
て
て
い
く
こ
と
、
高
齢
の

方
々
が
様
々
な
遊
び
を
教
え

て
く
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
異
年

齢
層
と
の
付
き
合
い
方
を
覚

え
て
い
く
こ
と
は
極
め
て
大

事
な
の
で
出
来
る
だ
け
発
展

さ
せ
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
あ
り
方
を
学
校
と

地
域
が
連
携
す
る
方
策
と
し

て
整
理
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た

学
校
で
も
子
ど
も
に
社
会
活

動
へ
の
参
加
を
指
導
す
る
べ

き
で
は
と
の
質
疑
が
あ
り
、
保

護
者
と
地
域
住
民
の
方
々
に

学
校
運
営
の
ご
協
力
を
い
た

だ
く
こ
と
が
大
事
な
要
素
で

す
。
子
ど
も
達
に
地
域
社
会

活
動
へ
の
参
加
奨
励
を
し
て

い
く
こ
と
は
こ
れ
か
ら
も
重

要
な
こ
と
で
あ
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
初
め
て
の
委
員

会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
資
料

を
も
と
に
し
て
現
状
を
把
握

し
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
質
疑

を
行
い
ま
し
た
が
、
学
校
と
地

域
が
連
携
を
さ
ら
に
深
め
る

方
策
を
確
立
さ
せ
る
に
は
、
さ

ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
り
、

採
決
の
結
果
全
員
異
議
な

く
、
継
続
調
査
と
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

教育厚生常任委員会

学校と地域が連携を深める方策を
さらに調査していく

「学校と地域との連携について」を調査中
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▲川内原子力発電所

　特別委員会レポート

継続調査
調査事項
１　住民の安全確保に関する事項
２　周辺の環境保全に関する事項
３　原子力安全協定に関する事項
４　核融合研究施設に関する事項
５　その他関連する事項

原子力安全対策特別委員会

　

東
海
発
電
所
で
は
、
平
成

13
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の

予
定
で
原
子
炉
の
廃
止
措
置

を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
、

解
体
作
業
が
炉
心
部
に
及
ぶ

に
つ
れ
、
放
出
さ
れ
る
放
射

性
廃
棄
物
の
放
射
能
レ
ベ

ル
が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ

る
。
昨
年
５
月
に
原
子
炉
等

規
正
法
の
改
正
に
よ
り
、
原

子
炉
の
廃
止
措
置
が
届
出
制

か
ら
認
可
制
と
な
り
、
あ
ら

た
め
て
廃
止
措
置
計
画
を
作

成
し
、
本
年
６
月
30
日
に
国

の
認
可
を
受
け
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
廃
止
措
置
計

画
で
は
、
放
射
性
廃
棄
物
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
工
事
の

工
期
ご
と
に
定
め
て
い
た
放

出
管
理
目
標
値
を
全
工
事
期

間
を
通
し
た
数
値
に
変
更
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
放
射
性
廃
棄
物

の
放
出
管
理
目
標
値
の
変
更

に
つ
い
て
は
、
了
承
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

那
珂
核
融
合
研
究
所
の
土

地
は
、
核
融
合
研
究
施
設
の

立
地
を
目
的
と
し
て
、
約

１
３
０
ha
を
購
入
し
、
約
58 

ha
が
未
利
用
地
と
し
て
残
っ

て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
建

設
が
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ダ
ラ
シ

ュ
に
決
定
し
、
目
的
が
な
く

な
り
、
国
の
行
政
コ
ス
ト
削

減
の
方
針
や
会
計
検
査
院
か

ら
未
利
用
地
の
利
用
、
処
分

計
画
の
明
確
化
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
の
方
針
と
し
て
、
東

地
区
の
未
利
用
地
は
原
子
力

研
究
開
発
機
構
の
事
業
展
開

の
用
地
と
し
て
活
用
す
る
。

西
地
区
の
未
利
用
地
（
30 

ha
）
は
売
却
を
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
検
討
す
る
と
い
う

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
全
く
納
得
が

い
か
な
い
。
当
時
、
那
珂
研

究
所
で
核
融
合
実
験
炉
を
建

設
す
る
と
い
う
こ
と
で
協
力

を
し
た
。
そ
の
後
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

の
誘
致
と
い
う
こ
と
で
、
そ

の
波
及
効
果
に
大
き
な
期
待

を
も
っ
て
い
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

の
誘
致
に
失
敗
の
後
、
県
で

は
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
21
構
想
を
打
ち
出
し
、
那

珂
研
究
所
を
巻
き
込
ん
だ
形

の
中
で
、
科
学
技
術
を
基
本

と
し
た
企
業
や
研
究
所
の
誘

致
が
あ
る
の
で
は
と
希
望
を

持
っ
て
い
た
が
、
何
の
動
き

も
無
い
。
こ
う
し
た
経
緯
も

あ
り
、
諸
手
を
あ
げ
て
賛
成

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

ま
た
、
国
の
方
針
で
あ
る

こ
と
も
理
解
で
き
る
。
売
却

も
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
と

の
説
明
で
あ
る
が
、
他
の
選

択
肢
は
あ
る
の
か
。
地
元
住

民
が
理
解
で
き
る
説
明
を
お

願
い
し
た
い
等
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　

那
珂
研
究
所
で
は
、
未
利

用
地
の
有
効
活
用
の
検
討
を

重
ね
て
き
た
。
今
回
は
、
売

却
も
選
択
肢
に
入
れ
て
検
討

し
た
い
。
ま
た
、
地
元
の
意

見
は
、
で
き
る
限
り
反
映
し

た
い
と
の
回
答
で
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
市
執
行
部
に

対
し
て
、
同
様
の
説
明
を
那

珂
研
究
所
よ
り
受
け
、
口
頭

で
原
子
力
関
連
施
設
の
建
設

を
申
し
込
ん
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
市
は
も
っ
と
積

極
的
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る

と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
今

後
も
継
続
し
て
審
議
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

電
気
料
金
の
割
引
を
瓜
連

地
区
に
も
適
用
す
る
よ
う

に
、
６
月
27
日
に
、
正
副
議

長
、
市
長
、
特
別
参
与
、
原

特
正
副
委
員
長
に
お
い
て
、

経
済
産
業
省　

資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
に
対
し
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

◎
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構
那
珂
核
融
合
研
究
所
の
土

地
に
つ
い
て

◎
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会

社
東
海
発
電
所
の
放
射
性
廃

棄
物
の
放
出
管
理
目
標
値
の

変
更
に
つ
い
て

◎
電
源
立
地
特
別
交
付
金
に

つ
い
て

ＩＴＥＲ誘致断念後
　那珂研究所の未利用地対策
　　積極的に有効活用を

調査視察レポート
　当特別委員会では、原子力に
対する施設の安全対策や行政の
対応などの知識と理解を深める
ため、７月12日～14日に九州の
川内発電所と玄海町の視察・調
査を実施しました。

九州電力株式会社　川内原子力発電所 佐賀県玄海町役場

所在　鹿児島県薩摩川内市
概要　原子炉２基により89万kwを発電

している。運転・補修要員の資
質の向上をはかり万全な安全管
理を実施している。

所在　佐賀県東松浦郡玄海町
概要　人口約７千人、九州電力㈱玄海

原子力発電所を有する町。原子
炉のプルサーマル計画の受け入
れ決定した経緯を聴取しまし
た。
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11議員が一般質問
◆石川　利秋　議員
　１．公共施設における保守点検業務委託につい

て
　２．上下水道料金及び固定資産税並びに都市計

画税等について

◆勝村　晃夫　議員
　１．ゴミ減量化について

◆遠藤　　実　議員
　１．防災体制の充実について

◆小田倉義治　議員
　１．農政について
　２．防災について
　３．道路整備について

◆蝦名　純子　議員
　１．母子保健計画の策定について
　２．行財政改革について

◆中﨑　政長　議員
　１．大規模小売店舗出店計画について
　２．那珂聖苑の利用について

◆小沼　博恭　議員
　１．芳野地区農産物直売所について
　２．住宅再生マスタープランについて

◆木村　静枝　議員
　１．高齢者介護について
　２．肺炎球菌ワクチン接種に市の助成を

◆先﨑　　光　議員
　１．国道１１８号線の拡幅工事について
　２．産業の振興について
　３．地域の安全、安心な環境づくりについて

◆須藤　　博　議員
　１．久慈川河川敷利用について
　２．一中学区のコミュニティーセンターについ

て

◆海野　　徹　議員
　１．市政全般について



那珂市議会だより13

　一般質問　Ｑ＆Ａ

分
も
返
還
す
る
べ
き
で
す
。
そ

こ
で
過
誤
納
金
の
返
還
要
綱

を
制
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

上
下
水
道
部
長　

　

下
水
道
料
金
の
未

徴
収
は
平
成
元
年
か
ら
12
年

ま
で
17
件
で
す
。
ま
た
平
成

13
年
か
ら
の
請
求
額
は
総
額

で
２
１
５
万
６
千
円
で
す
。

　

総
務
部
長　

過
誤
納
金
取

扱
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て
は
、

　

ま
た
庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
緊
急
対
応
等
を
管

理
業
者
だ
け
に
頼
ら
ず
、
担
当

職
員
や
消
防
な
ど
関
係
者
立

会
い
の
も
と
、
閉
じ
込
め
時
の

救
出
訓
練
を
毎
年
実
施
す
べ

き
で
あ
る
。

　

教
育
次
長　

現
在

の
受
水
槽
は
昭
和
48

年
度
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
地
下
受
水
槽
を
改
善
す
る

　

鷺
内
住
宅
及
び
芳

野
小
で
断
水
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
芳
野
小
の
受
水
槽
は
汚
染

物
質
の
流
入
･
浸
透
を
防
止

す
る
た
め
の
保
守
点
検
が
容

易
に
出
来
る
構
造
で
は
な
い
の

で
、
水
質
悪
化
を
招
く
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
整
備
基
準
に
基

づ
い
た
改
善
を
図
り
、
安
全
・

安
心
な
飲
料
水
を
供
給
す
べ

き
で
あ
る
。

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
安
心
・
安
全
な
対
策
を

改
善
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
く

石川利秋 議員

質問事項
１．公共施設における保守点

検業務委託について
２．上下水道料金及び固定資

産税並びに都市計画税に
ついて

▲芳野小学校の地下受水槽

　

町
の
ミ
ス
で
調
整

区
域
に
お
い
て
市
街

化
区
域
の
固
定
資
産
税
を
21

年
間
、ま
た
都
市
計
画
税
を
14

年
間
に
渡
り
過
誤
徴
収
し
、
返

還
さ
れ
た
の
は
、
僅
か
５
年
分

で
す
。
一
方
で
、
平
成
元
年
度

よ
り
下
水
道
使
用
料
の
未
請

求
が
17
件
発
生
し
て
お
り
収

納
に
つ
い
て
公
平
性
が
問
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
過
誤
徴
収
は

誤
り
で
あ
る
以
上
、
残
る
期
間

過
誤
納
金
の
返
還
要
綱
の
制
定
を

県
内
市
町
村
の
制
定
へ
の
動

向
と
過
誤
納
金
が
生
じ
た
場

合
に
は
税
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
、
制
定
も
視
野
に
入
れ
て
考

え
て
い
き
ま
す
。

　

市
長　

こ
の
様
な
誤
り
が

発
生
し
た
事
は
、
誠
に
遺
憾
で

あ
り
ま
す
。
再
発
防
止
に
つ
い

て
は
信
頼
回
復
を
期
し
、
慎
重

に
事
務
処
理
を
遂
行
さ
せ
ま

す
。

税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
制
定
も
視
野
に
入
れ
て

方
向
で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

総
務
部
長　

議
員
ご
指
摘

の
と
お
り
、
千
葉
県
北
西
部
地

震
時
に
多
数
の
閉
じ
込
め
事

故
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
事
を
踏
ま
え
て
、
来
年
度
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
保
守
管
理
契
約

に
緊
急
対
応
及
び
救
出
訓
練

の
項
目
を
追
加
す
る
と
と
も

に
消
防
本
部
と
合
同
で
救
出

訓
練
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

合
、常
陸
大
宮
市
と
も
協
議
し

な
が
ら
、
調
査
研
究
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

環
境
セ
ン
タ
ー
の

焼
却
施
設
も
15
年
が

経
過
し
、
施
設
の
維
持
補
修
に

要
す
る
費
用
が
年
々
増
加
し

て
お
り
ま
す
。
ご
み
の
処
理
量

も
毎
年
増
加
を
し
て
お
り
ま

す
。
生
ご
み
の
排
出
を
少
な

く
す
る
為
の
施
策
と
し
て
、
コ

ン
ポ
ス
ト
、
電
動
生
ご
み
処
理

機
の
購
入
者
に
対
し
て
助
成

制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
電
動
生

ご
み
処
理
機
の
助
成
措
置
は
、

電
動
生
ご
み
処
理
機
２
台
目
の
助
成
措
置
は

一
世
帯
１
基
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
助
成
制
度
が
発

足
し
て
６
年
が
経
過
し
、
機
械

が
壊
れ
２
基
目
を
購
入
し
た
い

希
望
者
も
あ
り
ま
す
。
ご
み

減
量
化
の
為
に
も
２
基
目
の

購
入
に
対
し
て
も
助
成
措
置

を
検
討
す
る
時
期
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

経
済
環
境
部
長

　

現
行
制
度
で
は
、
一

世
帯
あ
た
り
コ
ン
ポ
ス
ト
は
２

基
、
電
動
生
ご
み
処
理
機
は
１

基
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
電
動

生
ご
み
処
理
機
は
制
度
を
始

め
て
か
ら
６
年
を
経
過
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
耐
用
年
数
を
調

査
し
、
研
究
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

耐
用
年
数
等
を
調
査
、
研
究
し
ま
す

▲電動生ごみ処理機（市内の家電店）

勝村晃夫 議員

質問事項
１．ゴミ減量化について

　

ご
み
の
排
出
量
が

毎
年
増
加
す
る
中

で
、
可
燃
ご
み
と
し
て
焼
却
さ

れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
約

50
％
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
ビ
ニ
ー
ル

類
は
色
々
な
方
法
に
よ
り
各

地
で
再
利
用
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
焼
却
す
る
よ
り

も
再
資
源
と
し
て
有
効
利
用

を
し
、
資
源
の
な
い
国
で
も
あ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
ご
み
の
再
資
源
化
は
？

り
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
等
石
油
製
品
の
再
資

源
化
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

経
済
環
境
部
長　

　

大
宮
地
方
環
境
整

備
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
敷
地

内
の
保
管
施
設
の
状
況
を
踏

ま
え
、大
宮
地
方
環
境
整
備
組

大
宮
地
方
環
境
整
備
組
合
と
の
協
議
が
必
要

▲大宮地方環境整備組合　環境センター（静地区）
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

　

い
つ
来
る
か
わ
か

ら
な
い
災
害
に
備
え

る
た
め
、
自
然
災
害
の
被
害
を

予
測
し
、被
害
範
囲
と
避
難
経

路
や
避
難
場
所
を
示
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
べ

き
で
す
が
、ど
う
で
す
か
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
弱
者
に
対

す
る
避
難
支
援
プ
ラ
ン
を
策

定
し
、
避
難
支
援
体
制
の
整
備

を
進
め
る
た
め
に
、
平
常
時
か

ら
の
災
害
時
要
援
護
者
（
高

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
作
成
な
ど
避
難
支
援
体
制
を

齢
者
・
障
害
者
・
外
国
人
・

乳
幼
児
な
ど
）
情
報
の
収
集

と
関
係
機
関
間
で
の
共
有
が

重
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
要
援
護
者

名
簿
を
早
急
に
作
成
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
ど
う
で
す
か
？

　

経
済
環
境
部
長　

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

平
成
19
年
度
に
作
成
し
、市
内

全
世
帯
へ
配
布
し
ま
す
。

　

避
難
支
援
体
制
に
つ
い
て

は
、
福
祉
・
保
健
・
市
民
の
各

担
当
部
局
に
防
災
の
担
当
部

局
を
加
え
た
市
の
横
断
的
組

織
と
し
て
、
災
害
時
要
援
護
者

支
援
班
を
設
置
し
て
、
要
援
護

者
に
関
す
る
情
報
の
把
握
方

法
や
管
理
の
あ
り
方
･
災
害
時

の
具
体
的
な
支
援
方
法
を
調

査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
支
援
班
を
設
置
し
調
査
研
究
す
る

遠藤　実 議員

質問事項
１．防災体制の充実について

　

大
規
模
災
害
時
に

は
生
活
物
資
が
不
足

し
た
り
建
物
が
倒
壊
す
る
な

ど
の
状
況
が
発
生
し
ま
す
。
そ

れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
災
害

支
援
協
力
協
定
を
建
設
業
界

と
も
締
結
す
る
な
ど
さ
ら
に

充
実
さ
せ
て
は
ど
う
で
す
か
。

　

ま
た
、
マ
ン
パ
ワ
ー
も
必
要

に
な
る
た
め
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
育
成
や
災
害
時
の
情
報

整
備
も
重
要
で
す
。
さ
ら
に
、

災
害
支
援
協
力
協
定
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
べ
き

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
調
整
す

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成

や
外
部
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
入
れ
態
勢
・
指
示
系

統
の
整
備
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
が
、ど
う
で
す
か
。

　

経
済
環
境
部
長　

　

災
害
支
援
協
力
協

定
に
つ
い
て
は
、
建
設
業
界
と

の
協
定
を
協
議
し
、
災
害
対
応

型
の
自
動
販
売
機
の
導
入
を

考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
に

関
し
て
は
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
社
協
）
で
研
修
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
情

報
整
備
は
、市
災
害
対
策
本
部

と
市
社
協
と
の
間
で
密
接
に

情
報
交
換
し
ま
す
。
外
部
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て

は
県
社
協
と
市
社
協
で
調
整

し
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

建
設
業
界
と
の
協
定
締
結
な
ど
を
協
議
し
て
い
く

▲避難場所に設置してある看板
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

う
に
も
な
ら
ず
、
農
業
用
の
機

械
を
持
っ
て
い
る
方
に
応
援
を

頼
ん
で
救
助
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
場
合
な
ど
の
よ
う
に
、

地
域
の
方
の
協
力
を
得
ら
れ

る
よ
う
な
体
制
を
お
願
い
し
た

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

消
防
長　

立
地
条

件
の
悪
い
場
所
の
各

種
災
害
で
は
、
人
命
救
助
を

最
優
先
に
初
動
体
制
を
確
立

計
画
が
発
表
さ
れ
、
今
ま
で
の

農
政
の
枠
組
み
を
変
え
る
こ

と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
の
那
珂
市
の
農
業
を

背
負
っ
て
立
つ
こ
と
が
出
来
る

意
欲
と
能
力
の
あ
る
担
い
手
の

育
成
と
農
業
地
域
再
生
へ
の

方
策
等
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

経
済
環
境
部
長　

　

市
で
は
、
認
定
農

業
者
の
育
成
確
保
が
急
務
と

考
え
て
お
り
、
認
定
農
業
者

に
対
し
て
は
融
資
や
助
成
な

ど
様
々
な
優
遇
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
小
規
模
な
農
家
で

も
、
あ
る
程
度
の
規
模
に
組

織
化
し
て
、安
定
的
な
運
営
・

経
理
の
一
元
化
な
ど
に
よ
り

集
落
営
農
組
織
と
し
て
法
人

化
す
る
こ
と
に
対
し
て
も
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
の
日
本
の
食

糧
自
給
率
は
約
40

％
、
驚
異
的
な
工
業
の
発
展
と

国
際
化
が
進
み
、
わ
が
国
の
農

業
農
村
は
こ
う
し
た
中
で
、
農

業
担
い
手
の
減
少
や
高
齢
化

な
ど
深
刻
な
状
況
に
追
い
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
生
命
の
根
源

に
つ
な
が
る
「
農
」
の
果
た
す

役
割
を
も
う
一
度
見
直
す
べ
き

で
す
。

　

今
年
、
新
し
い
農
政
の
基
本

軽
視
で
き
な
い
「
新
し
い
農
業
行
政
」
の
対
策
は

認
定
農
業
者
を
補
助
制
度
で
育
成
確
保
し
た
い

▲水田地帯（本米崎地区）

▲大規模な農業経営でコストの削減を（戸多地区）

小田倉義治 議員

質問事項
１．農政について
２．防災について
３．道路整備について

　

本
市
の
災
害
は
、

自
然
災
害
、
原
子
力

災
害
、
更
に
は
農
作
業
中
に
お

け
る
事
故
災
害
が
現
実
化
し

て
お
り
ま
す
。
水
田
な
ど
立
地

条
件
の
悪
い
場
所
で
、
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
事
故
の
場
合
は
、

消
防
の
大
型
機
械
等
は
搬
入

で
き
ま
せ
ん
。
先
日
、
田
ん
ぼ

の
真
ん
中
の
農
作
業
中
の
事

故
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
消
防
署
の
機
材
で
も
ど

地
域
防
災　

農
作
業
中
の
事
故
災
害
対
策
は

し
、
消
防
本
部
の
資
機
材
で
の

災
害
活
動
が
困
難
な
場
合
、事

前
に
各
地
区
の
事
業
所
や
関

係
者
等
と
協
力
依
頼
を
し
て

お
き
、
災
害
の
時
に
は
地
元
消

防
団
、事
業
所
等
に
対
し
防
災

無
線
を
活
用
し
、出
動
を
呼
び

か
け
ま
す
。
現
場
で
も
、
一
般

住
民
の
活
動
協
力
を
求
め
、
必

要
な
資
機
材
を
借
用
す
る
な

ど
ス
ム
ー
ズ
な
現
場
活
動
が
で

き
る
配
慮
を
し
て
い
き
ま
す
。

資
機
材
の
借
用
な
ど
ス
ム
ー
ズ
な
現
場
活
動
に
配
慮
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

　

昨
年
、
発
達
障
害
者
支
援

法
が
施
行
さ
れ
、
自
閉
症
な
ど

の
発
達
障
害
を
も
っ
た
子
ど
も

の
早
期
発
見
・
発
達
支
援
が

市
町
村
の
責
務
と
な
り
ま
し

た
。
教
育
の
現
場
で
は
ど
の
よ

う
な
体
制
が
取
ら
れ
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長

　

健
康
推
進
課
に

は
、母
子
保
健
係
と
成
人
保
健

　

今
年
は
母
子
保
健

計
画
の
見
直
し
が
行

わ
れ
ま
す
。「
ひ
だ
ま
り
」
に

健
康
推
進
課
が
置
か
れ
て
い

ま
す
が
、
専
門
職
員
の
方
は
ど

の
よ
う
に
仕
事
を
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
か
。
健
診
は
熱
心
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
実

践
的
に
役
立
つ
食
育
や
健
康

教
育
も
大
切
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
新
た
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
健
や
か
な
心
身
の
発
育
に
む
け
て

係
が
あ
り
、保
健
師
10
名
と
栄

養
士
２
名
が
配
置
さ
れ
、
地
区

分
担
制
と
業
務
分
担
制
の
両

方
を
用
い
て
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
食
育
を
柱
に
母

子
保
健
計
画
の
見
直
し
を
行

い
、
食
を
課
題
と
し
た
母
親
学

級
の
開
催
を
検
討
し
ま
す
。

　

教
育
次
長　

発
達
障
害
に

対
す
る
教
育
相
談
や
指
導
の
研

究
を
進
め
て
き
て
お
り
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

食
育
推
進
や
発
達
障
害
者
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す

▲那珂市の庁議の様子 蝦名純子 議員

質問事項
１．母子保健計画の策定につ

いて
２．行財政改革について

　

合
併
の
メ
リ
ッ
ト

に
、
国
や
県
か
ら
ま
ち

づ
く
り
へ
の
財
政
支
援
が
あ
り

ま
し
た
。
活
用
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
。

　

過
日
、
自
立
す
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
矢
祭
町
を
視
察

し
、
効
率
的
な
行
政
経
営
と
町

を
愛
す
る
職
員
の
意
識
の
高

さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

那
珂
市
で
も
住
民
の
声
を

十
分
取
り
入
れ
総
合
計
画
を

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
行
財
政
改
革
推
進
を

策
定
す
る
と
共
に
、
先
進
地
を

視
察
し
て
組
織
の
見
直
し
や

職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
、
さ

ら
に
、
縦
割
り
行
政
の
弊
害
を

な
く
す
様
に
必
要
な
部
署
間

の
連
携
も
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

総
務
部
長　

財
政

支
援
を
活
用
し
た
事

業
は
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
周
知
し
ま
す
。
組
織
機

構
の
大
き
な
変
更
は
新
総
合

計
画
に
あ
わ
せ
て
行
う
方
向
で

す
。
職
員
の
意
識
改
革
は
先

進
地
の
視
察
で
自
ら
見
直
す

こ
と
も
有
意
義
と
考
え
ま
す
。

　

市
長
公
室
長　

総
合
計
画

策
定
に
つ
い
て
は
、
行
政
評
価

を
反
映
し
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
活
か
し
ま
す
。

　

市
長　

部
課
長
会
議
等
を

活
用
し
、
連
絡
・
調
整
を
密
に

す
る
様
心
が
け
ま
す
。

行
政
評
価
や
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
活
か
し
ま
す

▲国民運動計画「健やか親子21」をもとに
　那珂市母子保健計画が見直されます
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

取
り
た
い
日
に
取
れ
な
か
っ
た

な
ど
の
不
満
も
聞
か
れ
ま
す
。

大
き
な
斎
場
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
以
前
の
議
会
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
予
定
は
な
い
と
の
こ
と

で
す
。

　

も
う
一つ
の
問
題
と
し
て
、
一

日
に
大
斎
場
が
１
回
、
時
間
を

ず
ら
し
て
小
斎
場
が
１
回
計

２
回
と
い
っ
た
利
用
は
、
な
ぜ

な
の
か
質
問
い
た
し
ま
す
。

　

市
長
公
室
長

　

イ
オ
ン
は
、
面
積

16
万
㎡
、
建
設
延
べ
床
面
積

６
万
７
千
㎡
、
雇
用
創
出
推

計
約
１
千
人
、
納
税
推
計
約

１
億
５
千
万
円
、
手
続
に
つ
い

て
は
一
部
が
始
ま
っ
た
ば
か
り

な
の
で
、
都
市
計
画
法
上
の
法

令
に
沿
っ
た
調
整
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

県
は
、
延
べ
床
面

積
１
万
㎡
を
超
え
る

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
大

規
模
集
客
施
設
の
郊
外
立
地

を
規
制
す
る
改
正
都
市
計
画

法
が
成
立
し
た
事
を
受
け
、

規
制
を
前
倒
し
て
強
化
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
改
正
法
に

準
じ
た
地
区
計
画
策
定
が
必

要
と
な
り
、
そ
の
計
画
に
つ
い

て
知
事
の
承
認
を
得
る
こ
と
が

条
件
と
な
り
ま
し
た
。

大
規
模
小
売
店
舗
（
イ
オ
ン
）
出
店
計
画
に
つ
い
て

　

そ
こ
で
、
イ
オ
ン
か
ら
の
申

し
出
の
内
容
と
こ
れ
ま
で
の
経

緯
を
お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
、

イ
オ
ン
の
出
店
に
よ
り
近
郊
よ

り
の
集
客
、
税
の
増
収
、
雇
用

創
出
な
ど
の
プ
ラ
ス
面
と
、
瓜

連
・
那
珂
市
街
地
の
商
店
へ
の

影
響
、
交
通
問
題
等
大
き
な
マ

イ
ナ
ス
面
が
出
る
訳
で
す
が
、

計
画
的
な
那
珂
市
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
上
で
の
支
障

は
な
い
か
。

県
・
市
・
商
工
会
等
と
の
連
絡
調
整
を
十
分
に
す
る

▲那珂聖苑

中﨑政長 議員

質問事項
１．大規模小売店舗出店計画

について
２．那珂聖苑の利用について

　

那
珂
聖
苑
は
、
平

成
13
年
に
完
成
し
、年

間
約
５
，
６
０
０
万
円
の
管
理

運
営
費
で
供
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
17
年
度
に
那
珂

市
で
亡
く
な
っ
た
５
４
５
人
の

内
、
聖
苑
を
利
用
し
た
方
は
約

65
％
と
い
う
実
績
で
あ
り
、
市

民
の
方
々
も
以
前
よ
り
便
利

に
な
っ
た
と
、
喜
ん
で
頂
い
て

い
ま
す
。
そ
の
反
面
、
も
う
少

し
大
き
な
斎
場
が
良
か
っ
た
。

那
珂
聖
苑
の
利
用
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
の
調
査
研
究
を
し
て
い
る

　

経
済
環
境
部
長　

　

午
後
１
時
の
告
別

式
の
場
合
、
午
前
11
時
よ
り

準
備
が
始
ま
り
午
後
３
時
ま

で
の
使
用
と
な
り
、前
後
の
通

夜
の
式
を
考
え
ま
す
と
使
用

一
会
場
２
回
の
告
別
式
が
不

可
能
な
状
況
で
す
。
ま
た
、
仏

式
、神
式
と
祭
壇
の
変
更
等
で

時
間
が
か
か
り
ま
す
。指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
も
検
討
を

し
て
い
き
ま
す
。

▲大規模小売店舗（水戸市内原町）
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

　

直
売
所
に
つ
い
て
は
、
組
合

組
織
に
よ
る
管
理
運
営
を
予

定
し
て
お
り
、
組
合
は
非
営
利

組
合
で
あ
り
、
余
剰
金
を
市
と

地
域
づ
く
り
の
た
め
、
芳
野
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
へ
寄
附
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

直
売
所
そ
の
も
の

は
、
消
費
者
に
と
っ
て

便
利
で
あ
り
、
都
合
の
よ
い
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
建
設
に
あ

た
っ
て
は
、議
会
に
お
い
て
、審

議
、
議
論
の
場
が
あ
っ
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
行
政
が
つ
く
っ
て
き
た
も

の
に
対
し
て
は
、
赤
字
に
な
れ

ば
、
市
の
財
政
を
つ
ぎ
込
ん
で

い
く
の
が
今
ま
で
の
例
で
あ
り

ま
す
。
土
地
、
建
物
は
市
の
所

芳
野
物
産
直
売
所
の
管
理
・
運
営
は
ど
う
す
る
の
か

有
で
あ
り
、賃
貸
、管
理
、運
営

は
ど
の
様
に
し
て
い
く
の
か
。

　

経
済
環
境
部
長

　

目
的
と
し
て
、地
産

地
消
に
よ
る
那
珂
市
の
農
業

振
興
及
び
農
家
と
消
費
者
の

交
流
を
図
り
、直
売
所
の
特
性

を
生
か
し
、
安
全
な
農
産
物
提

供
を
図
り
、小
規
模
農
家
を
対

象
と
し
地
産
地
消
を
推
進
し

て
い
く
。

余
剰
金
は
、
市
・
協
議
会
へ
寄
附

▲老朽化している市営茨野住宅（後台地区）

▲建設中の芳野物産直売所（鴻巣地区）

小沼博恭 議員

質問事項
１．芳野地区農産物直売所に

ついて
２．住宅再生マスタープラン

について

　

茨
野
住
宅
の
現
況

を
見
て
、現
在
用
途
廃

止
し
て
い
る
市
営
住
宅
の
耐
用

年
数
の
判
断
か
ら
、
早
急
に
何

ら
か
の
対
応
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
平
成
16
年
に
国
庫

補
助
を
受
け
、基
本
設
計
を
発

注
し
て
い
る
。
17
年
度
に
実
施

設
計
を
実
施
し
、18
年
度
よ
り

工
事
に
着
手
計
画
だ
っ
た
は
ず

が
17
年
度
に
凍
結
に
な
り
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
現
在
の
財

市
営
住
宅
建
設
の
今
後
の
見
通
し
は

政
状
況
及
び
今
後
の
見
通
し

は
ど
う
か
。

　

総
務
部
長　

三
位

一
体
の
改
革
に
よ
り
、

市
税
は
伸
び
る
も
の
の
地
方

交
付
税
、
補
助
金
、
そ
の
他
の

財
源
が
減
り
、投
資
的
経
費
に

回
せ
る
財
源
の
確
保
は
厳
し
い

状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

建
設
部
長　

凍
結
が
続
き

建
設
時
期
が
ず
れ
込
む
と
、
過

剰
供
給
に
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
、
住
宅
再
生
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
そ
の
も
の
を
見
直
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

助
役　

16
年
度
に
１
５
０

万
の
費
用
を
出
し
、
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
長
期
計
画
に
基

づ
い
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見

直
し
、
国
庫
補
助
金
の
返
還
も

や
む
を
得
な
い
措
置
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

計
画
の
見
直
し
、
国
庫
補
助
金
の
返
還
や
む
な
し
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

　

去
年
の
国
会
で
介

護
保
険
制
度
が
改
正

さ
れ
、
保
険
料
は
大
幅
に
上

が
っ
た
の
に
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
食
費
や
居
住

費
は
全
額
個
人
負
担
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
施
設
を
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
も
い
ま

す
。
ま
た
、
今
ま
で
借
り
て
い

た
介
護
用
の
ベ
ッ
ド
や
車
椅
子

を
取
り
上
げ
ら
れ
る
人
も
い

ま
す
。
厚
生
労
働
省
は
、
こ
の

介
護
用
ベ
ッ
ド
な
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
人
の
対
策
を

絞
込
み
を
施
設
利
用
費
を
含

め
た
自
己
負
担
増
で
２
０
０
６

年
度
に
３
千
億
円
の
給
付
費

抑
制
を
見
込
ん
で
お
り
、
と
ん

で
も
な
い
改
悪
で
す
。
那
珂
市

で
ベ
ッ
ド
や
車
椅
子
を
取
り
上

げ
ら
れ
る
人
は
何
人
い
る
か
。

こ
の
人
達
の
対
策
は
あ
る
か
伺

い
ま
す
。　

保
健
福
祉
部
長　

 

ベ
ッ
ト
で
は
、
17
人
、

安
い
事
業
所
の
紹
介
や
社
会
福
祉
協
議
会
で
対
応

▲介護ベッド

木村静枝 議員

質問事項
１．高齢者介護について
２．肺炎球菌ワクチン接種に

市の助成を

　

肺
炎
は
日
本
の
死

亡
原
因
の
第
４
位
を

占
め
て
い
ま
す
。
２
０
０
１

年
の
１
年
間
、
日
本
で
は
約

８
万
５
千
人
が
肺
炎
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
亡
く
な
っ
た

人
の
ほ
と
ん
ど
が
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
、
肺
炎
の
半
分
以
上

が
肺
炎
球
菌
に
よ
る
も
の
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
肺
炎
球

菌
に
は
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
、一
度

接
種
す
れ
ば
５
年
間
は
効
果

肺
炎
か
ら
高
齢
者
守
る
ワ
ク
チ
ン
費
用
の
助
成
を
！

が
持
続
し
、
有
効
率
も
60
％
か

ら
80
％
と
高
い
も
の
で
す
。
日

本
で
は
再
接
種
は
許
可
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、一
度
接
種
す

れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
並

み
に
安
全
で
す
。

　

高
齢
者
の
健
康
を
守
り
、医

療
費
の
削
減
に
も
つ
な
が
る
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

７
千
円
に
対
し
、
市
が
助
成
を

し
て
は
、ど
う
か
伺
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

ま
だ
国
に
お
い
て
有

効
性
・
安
全
性
が
認
め
ら
れ
て

い
な
い
状
況
の
中
で
、
市
単
独

で
の
助
成
は
行
い
に
く
い
。
今

後
、
国
・
県
の
動
向
を
見
な
が

ら
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

助
成
は
行
い
に
く
い
、国
・
県
の
動
向
見
な
が
ら
研
究

車
椅
子
で
は
42
人
の
人
が
10

月
以
降
給
付
の
対
象
に
な
ら

な
く
な
り
ま
す
。
引
き
続
き

利
用
し
た
い
人
は
全
額
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
が
、
で
き
る

だ
け
安
い
費
用
で
借
り
ら
れ

る
よ
う
な
事
業
所
を
紹
介
し

て
い
き
た
い
。
車
椅
子
な
ど
通

院
等
一
時
的
に
利
用
し
た
い
場

合
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

方
で
無
料
で
貸
し
出
す
こ
と

も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▲予防注射
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

　

現
在
常
陸
大
宮
市

側
よ
り
４
車
線
化
の

工
事
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す

が
、
全
体
の
進
み
具
合
が
遅
い

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

以
前
に
県
道
日
立
・
笠
間

線
ま
で
の
整
備
は
平
成
22
年

度
ま
で
に
と
い
う
計
画
を
聞
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
併
行
し
て

整
備
を
予
定
し
て
い
る
静
駅

東
側
の
市
道
に
つ
い
て
予
定
を

伺
い
ま
す
。

国
道
１
１
８
号
の
拡
幅
工
事
に
つ
い
て
は

　

建
設
部
長　

常
陸

大
宮
市
下
村
田
地
区

（
ジ
ャ
ス
コ
付
近
）
か
ら
県
道

日
立
・
笠
間
線
ま
で
の
３・
２

㎞
を
優
先
整
備
区
間
と
し
て

昨
年
度
約
７
０
０
m
区
間
が
供

用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
残

る
２・５
㎞
に
つ
い
て
は
、
常
陸

大
宮
市
側
で
約
８
割
、
那
珂
市

側
で
約
３
割
の
用
地
買
収
が

済
ん
で
お
り
、
今
年
度
更
に
進

め
、
平
成
22
年
度
の
供
用
を
目

県
道
日
立
・
笠
間
線
ま
で
は
平
成
22
年
度
に

▲４車線化の早期整備を　国道118号線（下大賀地区）

先﨑　光 議員

質問事項
１．国道 118 号線の拡幅工

事について
２．産業の振興について
３．地域の安全、安心な環境

づくりについて

　

農
業
政
策
の
大
転

換
と
な
る
品
目
横
断

的
経
営
安
定
対
策
が
来
年
度

よ
り
導
入
さ
れ
る
が
、
周
知
対

策
は
い
か
が
か
、ま
た
新
対
策
に

乗
れ
な
い
農
家
へ
の
支
援
は
ど

う
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
今
後
は
新
規
就
農
者

や
定
年
帰
農
者
の
支
援
が
更

に
必
要
で
あ
り
、
い
つ
で
も
営

農
に
関
す
る
相
談
が
で
き
る

環
境
を
作
る
た
め
、
普
及
セ
ン

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

タ
ー
や
J
A
な
ど
営
農
指
導
が

で
き
る
機
関
の
O
B
等
を
軸
に

地
域
営
農
指
導
員
制
度
を
創

設
し
て
は
ど
う
か
。

　

更
に
カ
ボ
チ
ャ
・
米
・
ナ
ス
・

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
銘
柄
産

地
化
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め

魅
力
あ
る
（
も
う
か
る
）
農
業

を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
の
要
件
を
満
た
す
認
定
農

業
者
の
育
成
と
集
落
営
農
組

織
の
育
成
に
努
め
て
い
く
。（
田

崎
地
区
で
モ
デ
ル
組
織
が
出

来
た
）
ま
た
地
産
地
消
を
芳

野
直
売
所
と
も
絡
め
て
推
進

し
て
い
き
、
中
・
小
規
模
農
家

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
営
農

指
導
体
制
に
つ
い
て
は
、
J
A

等
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

認
定
農
業
者
の
育
成
と
地
産
地
消
を
進
め
ま
す

　

経
済
環
境
部
長　

指
し
て
い
く
と
の
事
で
す
。
連

動
す
る
静
駅
東
側
等
の
市
道

も
併
せ
て
整
備
の
予
定
で
す
。

　

県
道
日
立
・
笠
間
線
か
ら

バ
ー
ド
ラ
イ
ン
交
差
点
ま
で
の

約
５・１
㎞
に
つ
い
て
は
、
優
先

整
備
区
間
の
進
行
状
況
を
見

な
が
ら
進
め
て
い
く
と
の
事
で

す
。
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

　

当
市
に
お
い
て
、

旧
幸
久
橋
上
流
で
川

岸
と
中
堤
防
の
間
、約
16　
ha
を

ス
ポ
ー
ツ
の
総
合
ゾ
ー
ン
の
計

画
を
し
て
は
ど
う
か
の
提
案
で

す
。
環
境
保
全
の
意
味
か
ら

も
ぜ
ひ
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
兼
野
球
場
、

サ
ッ
カ
ー
場
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

更
に
親
水
ゾ
ー
ン
、
護
岸
の
散

策
道
路
、
遊
歩
道
、
自
然
の
利

久
慈
川
河
川
敷
利
用
に
つ
い
て

用
ゾ
ー
ン
、
家
族
や
グ
ル
ー
プ

で
ゆ
っ
く
り
一
日
過
ご
せ
る
施

設
を
有
効
的
に
整
備
し
、
出
合

ゾ
ー
ン
、
自
然
の
観
察
路
、
ピ

ク
ニ
ッ
ク
、魚
釣
り
、水
辺
の
水

遊
び
、老
若
男
女
が
気
楽
に
楽

し
め
交
流
の
深
め
る
事
の
出

来
る
い
わ
ゆ
る
水
辺
事
業
、
多

目
的
な
広
場
な
ど
、
将
来
的
に

は
、堤
防
の
外
に
は
、一
年
間
楽

し
め
る
公
園
、桜
、ツ
ツ
ジ
、萩
、

モ
ミ
ジ
等
、
更
に
は
ア
ユ
の
ヤ

　

市
長　

国
土
交
通

省
に
構
想
を
申
し
上

げ
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
今
後
検
討
し
て
行
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国
土
交
通
省
に
構
想
、
今
後
検
討
し
て
行
き
た
い

▲ふれあいセンターよこぼり（横堀地区）

須藤　博 議員

質問事項
１．久慈川河川敷利用につい

て
２．一中学区のコミュニティ
　　センターについて

　

市
民
一
人
一
人
が
生

き
が
い
の
あ
る
、
豊
か

で
住
み
や
す
い
地
域
社
会
生

活
の
変
化
に
対
応
で
き
る
生

き
る
力
を
育
む
活
気
あ
る
社

会
教
育
を
推
進
し
て
い
く
上

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

の
占
め
る
割
合
は
大
き
く
、
又

生
涯
学
習
の
重
要
性
が
求
め

ら
れ
て
い
る
昨
今
、
一
中
学
区

に
は
、
ま
だ
建
設
さ
れ
て
い
な

い
が
、や
っ
と
進
め
ら
れ
て
い
る

一
中
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

様
で
す
。
建
設
さ
れ
る
計
画

と
着
工
と
完
成
年
度
に
つ
い
て

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
学
区
内

の
市
民
は
待
ち
に
待
っ
て
お
り

ま
す
。
早
急
に
明
確
な
答
弁

を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
次
長　

18
年

度
不
動
産
鑑
定
、
基

本
設
計
、測
量
、19
年
度
は
、地

質
調
査
、
用
地
取
得
、
実
施
設

計
、
20
年
度
に
工
事
の
計
画
を

平
成
20
年
度
に
着
工
、
21
年
度
完
成

▲水辺プラザ事業で整備した久慈川河川敷（東海村）

ナ
場
、
地
場
産
業
の
直
売
場
、

い
わ
ゆ
る
道
の
駅
、
那
珂
市
の

観
光
地
と
し
て
は
い
か
が
で
す

か
。

し
て
お
り
ま
す
。

　

市
長　

火
葬
場
周
辺
整
備

優
先
と
い
う
事
で
ニ
中
学
区
が

先
に
な
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ

一
中
学
区
と
い
う
こ
と
で
、平
成

21
年
に
は
、
必
ず
で
き
る
よ
う

実
施
計
画
に
基
づ
き
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

　

市
長
任
期
も
半
年

を
き
り
、市
民
の
関
心

も
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
る
。
市

政
運
営
を
担
う
も
の
と
し
て

市
政
継
続
か
否
か
を
表
明
す

る
時
期
に
あ
る
と
思
う
。
市
政

継
続
に
対
す
る
思
い
を
伺
う
。

小
宅
市
政
の
継
続
か
否
か
、
そ
の
思
い
を
伺
う

　

市
長　

平
成
20
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
10
ヶ
年
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
、
那
珂
市
第
一
次
総

引
き
続
き
ま
ち
づ
く
り
に
尽
く
さ
せ
て
頂
き
た
い

▲那珂市議会の定例会

海野　徹 議員

質問事項
１．市政全般について

　

合
併
し
な
い
で
生

き
残
る
道
を
選
択
し

た
矢
祭
町
の
改
革
は
、
抜
群
の

ア
イ
デ
ア
と
血
の
に
じ
む
努
力

を
し
て
い
る
。
特
別
職
の
報
酬

見
直
し
や
人
員
削
減
を
断
行

し
た
。
反
面
、
公
共
料
金
の
一

部
軽
減
と
、
年
中
無
休
の
窓
口

業
務
実
施
等
で
、
サ
ー
ビ
ス
は

向
上
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
話
題
と
さ
れ
る
の

が
、
特
別
職
退
職
金
で
あ
る
。

那
珂
市
特
別
職
の
退
職
金
は
い
く
ら
に
な
る
か

小
泉
総
理
大
臣
は
、５
年
間
勤

め
て
６
５
８
万
円
の
退
職
金
と

な
る
そ
う
だ
が
、
那
珂
市
で
は

ど
の
位
に
な
る
の
か
、
ま
た
総

理
大
臣
の
額
と
比
べ
て
、
ど
う

思
う
か
伺
う
。

　

総
務
部
長　

那

珂
市
特
別
職
の
退
職

金
は
、
４
年
間
勤
務
の
場
合
で

市
長
が
約
１
，
８
５
０
万
円
、

助
役
が
約
７
５
０
万
円
、
教
育

長
が
約
５
８
０
万
円
と
な
り
ま

す
。
総
理
大
臣
は
、
議
員
内
閣

制
の
中
で
生
ま
れ
た
も
の
で
、

総
理
大
臣
を
退
職
し
て
も
議

員
の
身
分
が
残
り
ま
す
。一
方
、

市
長
の
場
合
は
直
接
選
挙
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

退
職
後
は
そ
の
身
分
を
失
う

こ
と
に
な
り
、
一
概
に
比
較
す

る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
も
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

茨
城
県
総
合
事
務
組
合
の
退
職
手
当
条
例
で
支
給

合
計
画
の
策
定
事
業
を
始
め

た
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
度
か
ら

２
年
間
は
、
策
定
事
業
の
極
め

て
重
要
な
時
期
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、一
中
学
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
や
上
菅
谷

駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
、

瓜
連
駅
前
周
辺
整
備
事
業
、

行
政
改
革
推
進
事
業
な
ど
、現

在
途
中
の
施
策
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
目
標
に
向

か
っ
て
、新
た
な
気
持
ち
で
、那

珂
市
の
発
展
の
た
め
に
、
引
き

続
き
ま
ち
づ
く
り
に
尽
く
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
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那珂市議会のホームページを
開設しています

www.city.naka.ibaraki.jp/

　陳情の趣旨は、来春予定されている市長選挙に
合わせて、那珂市議会議員の早期解散出直し選挙
執行を求めるものである。
　委員の意見としては、合併して間もないため両
町における各種行政課題については、議員の在任
特例と同様３年間で調整をすることになっており
調整に当たっては、地域の実情を充分に踏まえる
とともに、多くの市民の意見を反映させることが、
均衡の取れた新市の発展を図る上で特に重要であ
る。議員の在任特例も同様の期間であり、この期
間中にその責務を充分に果たし、新市の融合を目
指さなければならない。
　また、一方で現在、新市の基礎となる「総合計
画」を作成中であり、これを平成19年度までに作
成し、平成20年度から10年間かけて実行すると
いうものである。現在、市執行部と議会が一丸と
なって、具体的方策を進めているところであり、
その過程で広く地域の実情に精通している議員が
少なくなることは、住民の意向を反映させること
ができなくなり、上記総合計画を実効性のあるも
のにするには、新たな組織も早期に着手しなけれ
ばならない課題である。
　早期解散の道を選択することは、その機能が十
分に発揮できなくなり、また、那珂市の場合、隣
接市の常陸太田市、常陸大宮市に先駆けて議員定
数調査特別委員会を立ち上げ、議会議員定数の上
限数30名のところを24名とすることに決定した
経緯には、上記課題を旧両町の議員が一体となっ
て整理することにより、定数24名での議会運営が
可能であるとの結論に達したものである。
　また、委員が独自で地域住民の意見を聞いたと
ころ、殆どの住民が議員定数24名にした時点で現
議員の解散は考えていないということであった。
　以上のような意見を集約して、採決を取ったと
ころ、全会一致で本陳情については、不採択とす
べきものであると決定した。

（議会運営委員会）

提出者
　那珂市額田北郷562－1
　安　　正敏

不採択

請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果

意見書を提出しました

那珂市議会議員の早期解散出直し
選挙を求める陳情

請願 ･陳情の提出について
　請願や陳情は、市政に関することや身近な問題など
について、市民の皆様のご要望等を直接市議会に提案
できる制度です。
　提出方法は、下記の事項を明瞭に記載して、那珂市
議会議長（議会事務局）へ提出してください。なお、
請願・陳情は定例会において審議しますので、定例会
開会の10日前までに提出していただきますようにお願
いいたします。
　定例会の開会日程などご不明な点は、市役所内　議
会事務局までお問い合わせください。
TEL　298-1111（代表）

請願・陳情の記載要領

１．請願・陳情の要旨
提出する願意を簡潔・明瞭に記載してください。

２．請願・陳情の提出者
提出者の住所・氏名・電話番号（連絡先）を明記して
ください。

３．その他
請願の場合は、紹介議員の署名、押印が必要です。
書式は、縦書き、横書きは問いません。用紙は A4
版でお願いいたします。
提出先は那珂市議会議長宛です。

市議会のページを
クリックしてください

・市議会の概要
・議会傍聴のご案内
・請願陳情
・那珂市議会だより（PDF版）
・那珂市議会議決結果一覧
・那珂市議員名簿・議会構成表
 その他、会期日程・一般質問通告書なども掲載い
たします。



那珂市議会だより25

　第４回定例会は、右記の日程（案）のとおり開
催する予定です。
　会期日程は、開会1週間前に再度、議会運営委
員会を開催して、議案件数や一般質問者数を考慮
して、日程を変更する場合があります。
　議会を傍聴される場合などは、右記の日程が変
更になっている場合がございますので、お手数を
おかけいたしますが、議会事務局までお問い合わ
せくださいますようお願いいたします。
　また、那珂市のホームページでも、定例会会期
日程や一般質問通告書（開会直前）をお知らせし
ておりますので、ご参照されますようお願いいた
します。
　TEL　298 ー 1111（代表）
　URL　www.city.naka.ibaraki.jp/

12/5から開会予定です

平成18年第4回定例会開会予定のお知らせ

平成18年第４回定例会会期日程（案）
月　日 曜 議　事　予　定

12・５ 火

本会議
　○開会
　○継続審査案件の委員長報告
　○請願・陳情の委員会付託など

12・６ 水
本会議
　○議案審議など

12・７ 木 常任委員会（総務・経済）
12・８ 金 常任委員会（建設・教育厚生）
12・９ 土 休会
12・10 日 休会
12・11 月 本会議（一般質問）
12・12 火 本会議（一般質問）
12・13 水 本会議（一般質問）
12・14 木 休会　

12・15 金
本会議
　○委員長報告など
　○閉会

　

当
広
報
編
集
委
員
会
で

は
、
７
月
４
日
に
水
戸
市
議

会
、日
立
市
議
会
へ
往
訪
し
、

議
会
だ
よ
り
の
編
集
な
ど
に

つ
い
て
調
査
を
し
ま
し
た
。

　

調
査
内
容
は
、
編
集
体

制
、
編
集
か
ら
発
行
ま
で
の

過
程
、
見
や
す
い
読
み
や
す

い
広
報
紙
と
し
て
配
慮
し
て

い
る
点
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
議
長
と
広
報
編

集
委
員
4
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
午
前
中
に
、
水
戸
市
議

会
を
訪
れ
、
午
後
か
ら
日
立

市
議
会
を
訪
問
し
て
議
会
広

報
編
集
に
つ
い
て
の
様
々
な

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

広
報
編
集
委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

　

水
戸
市
議
会
と
日
立
市

議
会
よ
り
様
々
な
話
を
聞

い
て
み
る
と
、
市
民
へ
議

会
の
内
容
を
早
く
、
正
確

に
、
読
み
や
す
く
伝
え
る

た
め
に
、
原
稿
作
成
、
写

真
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
早
期

発
行
な
ど
に
つ
い
て
、
苦

慮
し
な
が
ら
発
行
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

水戸市議会 日立市議会

◎編集から発行まで
　定例会の会期下旬頃に、第１
回の編集委員会を開催。印刷原
稿ができてから第２回の編集委
員会を開催して発行する。
　発行までの期間は、定例会閉
会後約１ヶ月。
◎紙面づくりでの配慮
　表紙の写真の工夫（現在は、
市内にある彫刻像を通じ人物や
歴史等の紹介をしている）
　記事に関連した写真を多く掲
載し、市民にイメージをもって
わかりやすく読んでもらえるよ
うに努めている。
◎その他の特徴
　声の議会広報を発行してい
る。ボランティア団体に委託
し、テープを作成し配布してい
る。

◎編集から発行まで
　定例会の会期中旬頃に、第１
回編集委員会を開催。その後、
編集資料等を委託業者へ送付
し、原稿を作成依頼。定例会閉
会後約１週間後に第２回編集委
員会を開催し、内容を確認。そ
の後約３日で印刷納品。
　発行までの期間は、定例会閉
会後約10日～14日であり、たい
へんスピーディな発行である。
◎紙面づくりでの配慮
　紙面全体を無駄なく有効活用
している。写真やイラストの挿
入、読みやすい表記に心がけて
いる。
◎その他の特徴
　業者（新聞社）に原稿作成から
印刷まで委託をしている。
　議員の氏名、顔写真は掲載し
ていない。

水戸市議会の会議室

日立市議会の会議室
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７月

９月

古紙配合率 100％再生紙と大豆油インキを使用しています。

編
集
後
記

広
報
編
集
委
員

　
　
　
　
　

  

髙
畑　

道
英

　
「
暑
い
暑
い
」
と
嘆
い
て

み
て
も
、
や
が
て
涼
し
い
秋

が
来
て
、
そ
し
て
冬
が
巡
っ

て
く
る
。「
寒
い
寒
い
」
と

言
っ
て
は
み
て
も
、
い
ず
れ

暖
か
い
春
と
な
り
、
そ
し
て

ま
た
夏
が
来
る
。
徐
徐
に
満

ち
て
真
ん
丸
に
な
る
月
も
、

ま
た
し
だ
い
に
欠
け
て
い
つ

ま
で
も
満
月
で
は
い
ら
れ
な

い
。
こ
れ
ら
は
動
か
し
が
た

い
天
地
の
法
則
で
あ
る
。

　

淮え

南な
ん

子じ

の
『
天て
ん

地ち

の
道み
ち

は

極き
わ

ま
れ
ば
則
す
な
わ
ち
反か
え

り
、
盈み

つ

れ
ば
則
す
な
わ
ち
損そ
ん

ず
』
に
は
含
蓄

が
あ
る
。

　

天
地
の
法
則
と
言
え
ば
、

自
然
の
摂
理
に
従
い
終
え
る

人
生
は
諦
め
も
つ
こ
う
が
、

飲
酒
運
転
な
ど
で
人
為
的
に

命
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
運
が

悪
い
と
恨
ん
で
み
る
が
何
人

も
納
得
の
行
か
な
い
こ
と
だ

ろ
う
。

広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

根
本　

慎
一

　

副
委
員
長　

海
野　
　

徹

　

委　
　

員　

髙
畑　

道
英

　

委　
　

員　

石
川　

憲
男

印刷/有限会社 ネモト印刷

４日 広報編集委員会研修視察
（水戸市議会と日立市議会の広報編集について
調査視察）

５日 総務常任委員会協議会
（調査研究課題について）

10日 広報編集委員会
（那珂市議会だよりNo. ７編集）

12 ～
14日

原子力安全対策特別委員会研修視察
（鹿児島県川内原子力発電所において、安全管
理対策などの調査、佐賀県玄海原子力発電所の
ある玄海町役場において原子力関連行政運営対
策などについて研修をしました。）

18日 議会運営委員会
（第３回定例会会期日程案など）

19日 広報編集委員会
（那珂市議会だよりNo．７編集）

24日 議員会研修会
（那珂市防災計画、茨城県オフサイトセンター
視察）

27日 教育厚生常任委員会
（学校と地域との連携について）

８日 原子力安全対策特別委員会
（那珂核融合研究所の土地利用について、環境
放射線監視結果、放射性廃棄物の放出管理目標
値の変更などについて、関係者より説明を受け
審議しました。）

８月

26日 なかひまわりフェスティバル
（那珂市議員会では、「金魚すくい」を実施）

28日 経済常任委員会協議会
（調査研究課題について）

４日 議会運営委員会
（第３回定例会の会期日程案、執行部提出の議
案、一般質問通告など）

11日 第３回定例会
（開会、委員長報告、陳情の委員会付託）

12日 第３回定例会
（本会議　平成17年度決算認定など執行部提出
の条例改正や補正予算などの約20議案審議）

13日 第３回定例会
（決算特別委員会　平成17年度決算の審査）

14日 第３回定例会
（決算特別委員会　平成17年度決算の審査）

15日 第３回定例会
（決算特別委員会　平成17年度決算の審査）

19日 第３回定例会
（議会運営員会、経済常任委員会）

20日 第３回定例会
（一般質問、５名の議員が質問）

21日 第３回定例会
（一般質問、４名の議員が質問）

22日 第３回定例会
（一般質問、２名の議員が質問）

26日 第３回定例会
（決算特別委員会委員長報告、議案審議、閉会）

▲原子力災害対策のオフサイトセンター
（ひたちなか市）


